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ごあいさつ 
ネットワーク KANAGAWA の第 75 号が出来上がりましたのでお届けします。お手に取っていただ

き、ありがとうございます。 
 この度、神奈川県精神保健福祉センター所長を拝命いたしました。色々と不慣れなことに汲々として
いる日々です。どうぞよろしくお願いいたします。 
 さて、ここで当所と本誌の歴史を少し振り返ってみたいと思います。 

昭和 35 年、前身の県立中央精神衛生相談所が、横浜市中区富士見町で開設されました。そして、精
神衛生法の改正により、昭和 40 年、当所は同地で県立精神衛生センターとして誕生しました。その後
も法改正に伴い、県立精神保健センター、県立精神保健福祉センター、県精神保健福祉センターと名称
が変わり、精神保健及び精神障害者の福祉に関する総合的技術センターとしての役割を担ってまいりま
した。また、平成 6 年に、緑の多い現在の場所に新築移転となりました。所長は、石原幸夫先生、大田
省吾先生、中島克己先生、桑原寛先生、山田正夫先生と引き継がれ、６代目のバトンを受け取ったとこ
ろです。 
 ネットワーク KANAGAWA は、昭和 57 年、「みに精神衛生だより」という名称で創刊されました。
一文字一文字に思いを感じる手書きの原稿で、何とも味わい深い創刊号です。研修等の開催情報や報
告、トピックスのまとめなどが掲載され、年に数回、発行されてきました。ワープロや SNS のない当 
時は、貴重な情報源だったと思われます。昭和 62 年、第 16 号から「精神保健ネットワーク KANAGAWA」
という名称に変わり、第 41 号から「福祉」が名称に加わり、現在にまで続いています（当所図書館で
は、第 24 号から第 31 号が欠番）。どの号もその時々の最新情報が掲載されているので、読み進めると、
精神保健福祉の支援や事業の変遷がよくわかる貴重な資料でもあります。今回の第 75 号では、「精神科
医療機関に来院された患者さん等との多言語コミュニケーションボードを作成しました」「かながわ
DPAT（災害精神医療派遣チーム）について」「電話相談が利用しやすくなりました」をお届けします。
ご参考になりましたら幸いです。 

最後に、当所の新しいビジョンとキャッチコピーをご紹介します。 
皆様に精神保健福祉センターが目指す方向を、分かりやすくお伝えできる表現を心掛けました。ひと

りひとりが大切にされる存在として、福祉や医療が受けられる社会を、また、こころの不調に傾かない
ように保健の視点を持った支援を、広い視野で考え、地に足の着いた事業展開をしていきたいと思いま
す。更に思いを話せる風通しの良い環境を、そして、思いのすべてをかなえることは簡単ではないです
が、ひとつでも多く形に出来るよう知恵を出しあっていければと考えております。 

これからも、お役に立てる情報の発信を通して、皆様に身近に感じていただけるような精神保健福祉
センターを目指してまいりたいと思います。 

川本 絵理 
新ビジョン 

多様性を認め、互いを尊重する社会を目指し、精神保健・福祉・医療に多角的に取り組みます 

新キャッチコピー 
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精神疾患のある外国籍患者さんのスムーズな受診と治療のた

めの取組みについて、複数年にわたる調査研究に取り組んでき

ました！ 

 

当所では、地域における精神保健福祉活動が効果的に展開できるよう、精

神保健福祉に関する調査研究に取り組み、その調査結果を関係機関等に提

供しています。 

令和元年度から複数年にわたり、多文化にも対応した精神保健福祉医療の

実現を目指し、精神疾患のある外国籍の方がスムーズに精神科の受診と治療

を受けることができるよう様々な調査を行ってきました。 

令和２年度には、精神科の医療機関を訪問し、実際に対応した外国籍患者

さんの事例を収集するためのヒアリングを行い、令和３年度には、そのヒアリ

ング結果を事例集としてまとめました。事例集を通して、外国籍の方が精神

科の医療機関を受診する際、「言いたいことがうまく伝わらない」「コミュニケ

ーションに係る誰もが使いやすツールがあると便利」等といった実態や課題

のあることがわかりました。 

そうした実態や課題を踏まえ、外国籍の方が安心して精神科の医療機関を

受診することができるようなアイテムの一つとして、令和４年度から今年度に

かけて、「多言語コミュニケーションボード」を作成しました。 
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完成した多言語コミュニケーションボードの特徴は、次の４つになります。 

〇 ６カ国語（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語）に対応

しています。 

〇 外来での受付手続きから診察後のフォロー（会計、薬局、制度利用の案内等）ま

でを網羅しています。 

〇 ボードを指差すことでコミュニケーションがとれるような構成にしています。 

〇 より円滑なコミュニケーションが図れるよう、体調等の困っていることをお聞

きする項目を中心に、文字だけでなくイラストを入れ表現しています。 

１ページ目 
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２～５ページ目の一部紹介 

外来受診の時に必要な

書類や医療費の支払い

について、様々な場面を

想定して、丁寧に記載し

ています 

患者さん等から体調を教

えて欲しい時、指差ししや

すいように、言葉で伝えに

くい気持ちをイラストで表

現しています。 

工夫したこと 

一部紹介しま

す 
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なお、完成した多言語コミュニケーションボードは、本県内の精神科医療機関

に配布し、後日、活用状況について、アンケート等の方法でモニタリングさせてい

ただくことを考えています。 

また、多言語コミュニケーションボードの作成にあったては、昭和女子大学の

野田有紀氏、かながわ国際交流財団多言語支援センターのスタッフの方々、及び

精神科医療機関のスタッフの方々に助言をいただくとともに、６カ国語の翻訳や

イラストの作成等については、外国語やイラスト・構図を得意とする他所属に勤

務する本県職員にご協力をいただきました。 

 

  この多言語コミュニケーションボードは、当所のホームページにも掲載してい

ますので、是非ご活用ください。 

 

＊当所ホームページ  
URL：https://www.pref.kanagawa.jp/docs/nx3/cnt/f531118/ 

６ページ目 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/nx3/cnt/f531118/
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〇DPAT（Disaster  Psychiatric  Assistance  Team）とは、 自然災害や犯罪事件・航空機・列車

事故等の集団災害が発生し被災地域の精神保健医療機能が低下し、さらに災害ストレスにより新たな精

神的問題が生じた場合等、それらに対応するために都道府県等によって組織される専門的な研修

や訓練を受けた災害派遣精神医療チームです。 東日本大震災をきっかけに取り組みが進み、現在

は全国の都道府県等でＤＰＡＴが置かれるようになりました。 

〇ＤＰＡＴは精神科医・看護師（保健師）・業務調整員からなるチームで構成され、1 隊あたり活動期間は移動

日も含め約 1 週間です。 

〇当所では DPAT（「かながわ DPAT」）を養成するための研修や被災地派遣を、行っています。 

かながわＤＰＡＴ 
（災害派遣精神医療チーム）について 

当所におけるＤＰＡＴ活動について   

○神奈川県精神保健福祉センターでは、かながわＤＰＡＴに関する研修を主催しています。かながわＤＰＡ

Ｔ研修は、平成 27 年度より開催し、これまで延べ 381 人が受講し、かながわＤＰＡＴ隊員として登録

されています。 

○令和 5 年度かながわＤＰＡＴ研修は、令和 5 年 12 月 16 日（土）、17 日（日）横浜市金沢産業振興セン

ターにて行いました。災害医療の基本から災害時の精神医療活動などの講義と、衛星携帯を使った通

信機器の取り扱いや精神科病院被災時の患者搬送等の演習を行い、新たに 36 名がかながわＤＰＡＴ

隊員として登録されました。 

○神奈川県精神保健福祉センターでは、全職員向けに防災意識を高めるための所内訓練を行ったり、か

ながわ DPAT が安全に活動できるように平時から準備、研鑽を行っています。 

かながわＤＰＡＴ研修について   

被災地へのかながわ DPAT 派遣   
 令和６年１月１日能登半島地震が発生し、国からの派遣要請を受

け、かながわＤＰＡＴも４隊派遣されました。 

第１陣：１月１０日~１５日 神奈川県立精神医療センター隊 

第２陣：１月１４日~１９日 神奈川県精神保健福祉センター隊 

第３陣：１月１８日~２３日 北里大学病院隊 

第４陣：１月２４日~２８日 神奈川県立精神医療センター隊 

４隊それぞれ、ＤＰＡＴ能登医療圏活動拠点本部やＤＰＡＴ輪島

指揮所、石川県庁の石川中央・南加賀医療圏 DPAT 支援指揮所

等で活動してきました。 

 

災害派遣精神医療チーム 
Disaster Psychiatric Assistance Team 

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、お亡くなりなられた方々のご冥福を

お祈り申し上げます 
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毎日（年末年始・土日祝含む） 

24 時間 

24時間化しました！ 

 

 
 
 

 

こころの電話相談 0120-821-606 

こころの健康についてお悩みの方の相談をお受けします。 

☆こころの病気かどうか心配 

☆生活・仕事、対人関係、性に関する心の健康 

☆どこへ相談すればよいかわからない など 
 

依存症電話相談 045-821-6937 

本人、家族・友人及び関係機関の方々から、 

依存症に関する相談をお受けします。 

☆アルコール 

☆薬物 

☆ギャンブル   

☆ゲーム・インターネット など 

 

自死遺族電話相談 045-821-6937 

自死で身近な人をなくされた 

家族・友人・同僚の方々からの相談を 

お受けします。 

 
ピア電話相談 045-821-6801 
精神障害のある当事者が、ピア電話相談員と 

して、精神障害の方の日常的な悩みごと等の 

相談をお受けします。 

電話相談が利用しやすくなりました！ 

月・火曜日（年末年始・土日祝除く） 
13 時 30 分から 16 時 30 分 

火曜日も増えました！ 

水・木曜日（年末年始・土日祝除く） 
13 時 30 分から 16 時 30 分 

金曜日（年末年始・土日祝除く） 
13 時 30 分から 16 時 30 分 

継続 

継続 

（フリーダイヤル） 

 

 

 


